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集
ま
れ
こ
の
ま
ち
夫
婦
雪
人
間
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
で
す
。

こ
の
た
び
、
遠
賀
町
で
は
、
地
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
賞
金
」
の
運
用
益
金
で
福
祉
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
振
興
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
進
め
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
援
助
・
補
助
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

援
助
額
の
重
昂
限
度
は
間
万
円
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
詳
し
い
説
明
会
を
6
月
細
目
に
役
場
で
開
き

ま
す
。
お
辱
ね
は
、
企
画
課
企
画
調
整
係
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

閲
溺
顎
藷

遠
賀
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
多
様
な
文
化
、

産
業
、
歴
史
、
伝
統
な
ど
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
ふ
る
さ
と
創

生
資
金
」
　
の
使
途
は
、
大
地
に
し
っ
か
り

と
根
を
張
っ
た
大
き
な
大
樹
と
す
べ
く
、

基
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
町
で
は
、

こ
の
基
金
の
運
用
益
金
で
行
う
事
業
の
方

向
づ
け
を
次
の
4
項
目
に
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
文
化
事
業

年
を
追
う
ご
と
に
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
「
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を
拡
充
し
、

生
涯
教
育
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

②
イ
ベ
ン
ト
事
業

遠
賀
川
漕
艇
場
を
利
用
し
た
イ
カ
ダ
鱗

争
や
西
川
を
メ
イ
ン
会
場
に
ふ
れ
あ
い
釣

り
大
会
を
実
施
し
、
地
域
間
の
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

⑨
高
齢
者
対
策
事
業

ふ
れ
あ
い
農
園
で
の
イ
モ
づ
く
り
や
遠

賀
地
鶏
の
普
及
を
図
り
、
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

④
人
づ
く
り
事
業

女
性
の
社
会
参
加
を
進
め
、
女
性
の
視

点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
女
性
モ
ニ
タ
ー
馴
鹿
」
を
発
足
し
、
町

の
公
聴
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
」
は
、

住
民
グ
ル
ー
プ
や
町
内
の
団
体
の
皆
さ
ん

が
主
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
地
域
づ
く
り

の
活
動
を
支
援
し
、
こ
れ
ま
で
の
ふ
る
さ

と
創
生
資
金
を
活
用
し
た
事
業
を
も
っ
と

身
近
か
に
、
し
か
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も

の
と
す
る
た
め
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。
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ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
の
内
容

こ
の
事
薬
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
の

趣
旨
に
沿
い
採
択
要
件
を
満
た
す
、
次
の

よ
う
な
事
業
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

町
で
は
、
具
体
的
内
容
ま
で
は
細
か
く
制

約
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
の
採

択
に
つ
い
て
は
、
行
政
及
び
地
域
活
動
家

の
代
表
か
ら
な
る
審
査
委
員
会
の
中
で
決

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
事
業
の
種
類
）

用
　
文
化
事
薬

㈲
　
ィ
ベ
ン
ト
常
葉

㈲
　
高
齢
者
（
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
）

対
聾
薬

㈲
　
人
づ
く
り
（
活
き
活
き
産
業
づ
く
り
）

事
業

㈲
　
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
適
当

と
認
め
ら
れ
る
事
業

（
採
択
の
要
件
）

・
町
の
総
合
計
画
な
ど
と
の
整
合
性
が
認

め
ら
れ
る
。

・
推
進
専
業
の
特
性
が
、
創
意
と
工
夫
に

減
ち
て
い
る
。

・
政
治
活
動
を
目
的
と
し
な
い
。

・
実
施
主
体
が
、
町
の
他
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
。

（
補
助
の
内
容
）

補
助
対
象
経
費
・
・
・
謝
金
、
旅
費
、

需
用
穀
、
通
信
・
運
搬
費
、
委
託
料
、

使
用
料
及
び
賃
借
料
、
原
材
料
欝
、
そ

の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

補
助
金
・
・
・
補
助
対
象
経
饗
の
0
0
％

以
内
　
（
た
だ
し
、
海
外
研
修
に
つ
い
て

は
一
人
当
た
り
0
0
％
以
内
）

補
助
限
度
額
・
・
・
畑
万
円
を
限
度
と

す
る
。
（
た
だ
し
、
海
外
研
修
に
つ
い
て

は
、
町
長
が
別
に
定
め
る
）

対
∴
象
・
・
・
事
業
の
実
施
主
体
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
及
び
町
内
に
あ
る
団
体

と
し
ま
す
。
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『
お
っ
＜
－
つ
』
は
命
を
縮
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

手
軽
で
身
近
な
総
合
検
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
／

ガ
ン
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
に
よ
る
死
亡
が
、
遠
賀
町
で
も
目
立
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
こ
数
年
、
ガ
ン
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
か
死
因
の
上
位
を
独
占
し
て
い
ま
す
。
成
人

病
は
習
慣
病
と
も
言
わ
れ
、
4
0
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
急
増
し
て
い
ま
す
。
「
人
生
8
5
年
時
代
」
と
言
わ

れ
る
今
日
、
成
人
病
の
予
防
は
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
樹
入
店
学
入
旧
」

閉
園
臆
臆
書
棚

私
た
ち
の
体
は
0
0
兆
の
細
胞
が
い
ろ

い
ろ
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
だ
れ
で
も
「
が
ん
遺
伝
子

」
を
持
っ
て
い
て
、
何
か
の
原
因
で
こ

れ
が
目
を
ざ
ま
す
と
正
常
な
細
胞
が
変

化
し
て
が
ん
細
胞
と
な
り
ま
す
。

こ
の
や
っ
か
い
な
病
気
を
ど
う
克
服

す
る
か
が
、
今
日
の
医
学
の
大
き
な
課

題
の
一
つ
で
す
。
医
学
が
進
歩
し
、
が

ん
の
診
断
や
治
癒
法
も
以
前
に
比
べ
る

と
か
な
り
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た

が
ん
検
診
の
普
及
に
よ
っ
て
、
が
ん
を

早
期
の
う
ち
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

て
く
る
血
液
か
ら
、
酸
素
や
栄
養
を
補

給
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
心
臓
に
も
酸
素
や
栄
養
を

送
っ
て
い
る
血
管
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
、
心
臓
の
筋

肉
に
一
時
的
に
酸
素
が
送
ら
れ
な
く
な

り
胸
が
痛
む
の
か
狭
心
症
、
ま
っ
た
く

血
液
が
流
れ
な
く
な
り
、
そ
の
先
の
心

臓
の
筋
肉
が
死
ん
で
、
心
臓
が
動
か
な

く
な
る
の
が
心
筋
こ
う
そ
く
と
い
う
病

気
で
す
。
狭
心
症
の
発
作
は
安
静
に
し
た
り
、

薬
で
治
ま
り
ま
す
が
、
心
筋
こ
う
そ
く

は
一
刻
も
早
く
医
師
の
手
当
て
を
受
け

な
け
れ
ば
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。

血
液
を
全
身
に
循
環
さ
せ
る
た
め
の

ポ
ン
プ
役
心
臓
、
筋
肉
の
か
た
ま
り
で

す
。
私
た
ち
の
体
は
心
臓
か
ら
送
ら
れ

私
た
ち
が
毎
日
呼
吸
し
て
、
考
え
て
、

話
を
し
て
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
す
る

す
べ
て
の
指
令
を
出
す
脳
。
こ
の
脳
の

機
能
を
壊
し
て
し
ま
う
の
か
脳
卒
中

で
、
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

（脳出血）

特
に
血
圧
の
高
い
人
に
多
く
、
急
に

血
圧
が
上
が
っ
た
り
し
て
脳
の
細
い
血

管
が
破
れ
、
脳
の
中
に
血
の
か
た
ま
り

が
で
き
、
そ
の
部
分
の
脳
細
胞
が
壊
さ

れ
、
機
能
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で

す。（
飽
こ
う
そ
く
）

脳
内
の
血
管
が
詰
ま
り
、
そ
の
先
の

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
も
の
で
す
。
完

全
に
詰
ま
っ
て
し
ま
わ
ず
に
、
一
時
的

に
詰
ま
る
場
合
が
あ
り
、
手
足
の
し
び

れ
、
意
識
を
一
時
失
う
な
ど
の
症
状
が

で
ま
す
。
こ
れ
は
脳
こ
う
そ
く
の
前
ぶ

れ
で
す
。
脳
卒
中
の
発
作
を
起
こ
し
て
も
、
最

近
で
は
医
学
の
進
歩
で
命
は
助
か
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
壊
れ

て
し
ま
っ
た
脳
細
胞
は
戻
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
手
足
の
マ
と
や
言
葉
が
話

せ
な
い
な
ど
の
障
害
が
起
き
る
こ
と
が

多
い
病
気
で
す
。



平成4年度総合桧診日程表
inSSSSgiSSSS �検　診　日 �SSSはノ，8888号掃 �時　　間 �地　区　再診日 ��嚇　所I時　間 

島　　　　　津 �7月7日的 �島津公民館 �9時～11時 �別　　　　　府 �8月26日㈱ �別府公民館 �9時～11時 

造　　　　　言 �7月9日㈱ �道宮集会所 �9時～11時 ����13時～15時 

若　　　　　松 �7月13日（月） �若松公民館 �9時～11時 �別府・千代丸 �8月27日㈱ �別府公民館 �9時～11時 
13時～15時 �若　　葉　　台 �8月28日（釣 �若葉台公民館 �9時～11時 

尾　　　　　鰭 �7月16日㈱ �尾崎公民館 �9時～11時 13時～15時 �上　　別　　府 �9月1日㈹ �上別府公民館 �9時～11時 13時～15時 

鬼　　　　　津 �7月20日（月） �鬼津公民館 �9時～11時 13時～15時 �木　　　　　寺 �9月2日㈱ �木守公民館 �9時～11時 13時－15時 

田　　　　　園 �7月21目映） �田園公民館 �9時～11時 �西　　　　　町 �9月7日伯） �西町公民館 �9時～11時 
13時～15時 �虫　　生　　津 �9月10日㈱ �虫生津公民館 �9時～11時 

松　　の　　本 �7月22日㈱ �松の本公民館 �9時～11時 ����13時－15時 
13時～15時 �東　　　　　町 �9月11割勘 �東町公民館 �9時－11時 

松　　の　　木 �7月23日㈱ �松の本公民館 �9時～11時 �老　　　　　良 �9月16日㈱ �老良公民館 �9時－11時 

別府・線光苑 �7月23日㈱ �松の本公民館 �13時～15時 �浅　　　　　木 �9月21日（月） �渋木公民館 �9時－11時 

広　　　　　波 �7月30日㈱ �広濡公民館 �9時～11時 ����13時～15時 
13時～15時 �東　　和　　苑 �9月24日㈱ �東和苑公民館 �9時－11時 

中　　央　　区 �8月5日㈱＿ �中央区公民館 �9時～11時 ����13時～15時 
13時－15時 �東　　和　　苑 �9月25日㈲ �東和苑公民館 �9時～11時 

今　　古　　賀 �8月7日（斜 �今古賀公民館 �9時一11時 �遠　　賀　　川 �9月29日㈹ �中央公民館 （復唱横） �9時～11時 

薪　　　　　町 �8月18日的 �新町公民館 �9時～11時 ����13時～15時 
13時～15時 �未　受　診　者 �10月17日出 �中央公民館 （役場横） �9時～11時 

新　　　　　町 �8月19日㈱ �新町公民館 �9時～11時 ����13時～15時 

旧　　　　　任 �8月20日㈱ �旧停公民館 �9時～11時 � 

患

「
何
語
の
す
す
聞
」

ク
ル
マ
に
車
検
制
度
が
あ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
の
身
体
も
、
年
に
一
度
の
点
検

を
受
け
る
こ
と
は
、
丈
夫
で
長
詩
ち
さ

せ
る
秘
訣
で
す
。
町
で
は
、
健
診
を
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
に
受
け
て
も
ら
お

う
と
地
区
巡
回
の
総
合
検
診
を
行
い
ま

す。

「
異
常
な
L
L
と
あ
れ
ば
ひ
と
安
心

反
対
に
「
粗
密
検
査
が
必
要
」
と
あ
れ

ば
シ
ョ
ッ
ク
で
落
ち
込
む
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
健
診
の
目
的
は
自
分
の
身
体

を
客
観
的
に
知
る
こ
と
、
そ
し
て
成
人

病
と
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
対
策
を
立

て
る
こ
と
な
の
で
す
。
今
ま
で
一
度
も

健
診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
、
2
～

3
年
前
に
受
け
て
そ
の
ま
ま
の
人
、
今

年
こ
そ
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

「
お
っ
く
う
」
は
命
を
締
め
て
い
る
こ

と
な
の
で
す
。

●
費
　
用

基
本
健
康
診
査
　
（
問
診
・
検
尿
・
採

血
・
循
環
器
検
査
・
糖
尿
病
検
査
な

ど
）
、
胃
ガ
ン
検
診
　
（
希
望
者
の
み
）

と
も
検
診
料
は
各
々
恥
円
で
す
。
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
無
料
で
す
。

●
対
∴
象

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
…
…
…
1
6
歳
以
上

基
本
健
康
診
査
…
…
…
…
4
0
歳
以
上

胃
ガ
ン
検
診
…
…
…
…
…
5
0
歳
以
上

病
院
・
勤
務
先
等
で
健
康
診
杏
を
受
け

る
機
会
が
な
い
人

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
保
健
衛
生
係
か
　
（
2
9
3
）
　
1

2
3
4
へ
　
（
内
線
2
5
0
）



●緊急還競場所（非常時の連絡は役場℡293－1234か119番へ）
災 善 美 遊 公 民 館 �中 央 �広言渡 ��若 葉 �松 ノ 本 松 ノ 本 �木 守 �旧 停 旧 停 �東 Or �新 町 新 町 �遠 賀 Iii �老 良 老 良 �東 和 苑 �i； 洩 木 �四 〇J �i上 別 府 上 別 府 �虫 生 津 �人 吉 質 会 費 �別　府 ��田 圃 �尼 崎 尾 崎 �鬼 浦 �若 松 若 松 �島 津 �区 分 

過 言 退 官 公 民 館 �広 波 広 渡 ���������������千 代 九 千 代 丸 公 民 館 �別 府 別 府 

英 区 ���苦 楽 公 民 館 ��木 守 公 民 館 ��東 01 公 民 館 ��遠 賀 川 公 民 館 ��東 和 苑 公 民 館 ��西 町 公 民 館 ��曳 生 津 公 民 館 ����田 園 襲 所 ��鬼 溝 公 民 館 ��白 油 公 民 館 �第 1 避 難 �避 難 域 

公 民 館 ��：iヽ 民 館 ��公 民 館 ��書く 民 館 ��エヽ 民 館 ��嬉 民 館 ��鱗 民 館 ��公 民 館 ��公 民 館 ��鱗 使 節 ��Zく 民 飴 ��Zヽ 民 館 

遠 賀 商 i農 �逮 �遠 賀 中 学 校 ��若 �還 �遠 賀 i請 �老 �東 町 �遠 �連 �違 �還 �遠 �西 OT �還 �逓 �遠 賀 中 学 廠 �還 �別 府 公 民 館 �尼 崎 �連 峰 公 民 館 �卿丁 民 �町 �町 民 �嬉 2 避 難 
賞 ���薬 �質 中 学 般 ��大 腿 の 寮 ��質 中 学 般 �賀 �賀 車 掌 般 �賀 �賀 南 中 学 校 ��賃 聾 学 級 �賀 ��賞 �����民 体 育 館 ���i 
中 学 廠 ���公 民 館 ��中 学 校 ��公 民 館 ��中 学 校 �� ��公 民 館 �� ��中 学 妓 ��公 民 館 ��体 育 館 ��体 育 館 

●水防信号の強震
訂 � � 

簾 �喜成水位 �〇一休止　〇一 

信 �（＿遺した」 とを知らせ る。 �5　15　　5 
号 ��秒　秒　　秒 

夢 �消防機関 に農する看 �〇一休止0－ 565 
全員が出動 

号 �すべきこと �秒　秒　　秒 
を知らせる。 � 

町の区域 内（こ居住す �〇一休止　〇一 

雪 管 �る膏が水勝 の応援に出 動すべきこ とを知らせ る。 �10　5　10 

必要と馳 �〇一休止　〇一 
第 四 �める区域内 の居住春に � 

信 �遊離すべき �151 分　秒　分 
号 �しとを知ら せる。 

竃綱 

〃
土
砂
災
害
防
止
月
間
　
　
－

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
持

町
内
に
は
5
つ
の
危
険
区
域

こ
れ
か
ら
、
梅
雨
・
台
風
の
時
期
を

迎
え
ま
す
が
、
あ
な
た
の
水
害
・
土
砂

災
害
に
対
す
る
備
え
は
万
全
で
す
か
。

町
内
で
は
、
次
の
5
つ
の
地
域
が
危

険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

音
土
砂
崩
壊
○

●
見
違
・
尾
崎
一
帯

●
別
府
（
千
代
丸
）

●
上
別
府
（
商
家
・
居
合
）

●
虫
生
津
（
宗
ケ
谷
）

S
河
川
溢
水
■

●
別
府
（
声
助
川
）

こ
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩

れ
や
地
滑
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
災
害
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
発
生

し
、
わ
が
家
だ
け
は
安
心
と
楽
観
は
禁

物
で
す
。
ま
た
、
台
風
が
接
近
し
た
ら
、
気
象

情
報
を
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
家

の
周
り
の
安
全
点
検
も
行
い
ま
し
ょ
う

〔
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〕

▽
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
固
定
さ

れ
て
い
る
か
確
か
め
ろ
。

▽
瓦
に
ひ
び
、
割
れ
、
は
が
れ
が
な
い

か
。
雨
戸
の
ガ
タ
つ
き
、
ト
タ
ン
の

め
く
れ
が
な
い
か
確
か
め
る
。

▽
商
店
で
は
、
看
板
の
ぐ
ら
つ
き
が
な

い
か
確
か
め
る
。

頒
第
1
避
難
は
、
部
分
的
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

近
く
の
公
共
施
設
な
ど
に
一
時
収
容
す
る
。

熱
第
2
遊
離
は
、
遠
賀
川
、
西
川
堤
防
詮
水
、
決
壊
会

ど
最
悪
の
非
繕
事
態
が
発
生
し
た
場
合
収
容
す
る
。



⑳㊦⑤①①‾③①㊨

役場の大島異動

6月1日付けで人事異動が行われました。今回

30人の人事異動が行われ、また、都市計画謀に

菰両計画係が新設されました。

（）は旧所属課

●殿●

総務課長　太田昔風（企画課長）

企画課長　林　正弘（総務課長）

税務課良　薬田圃徳（住民課長）

住民課長　矢野伊豆生（社会教育課長）

給食センター所長・松井豊彦（税務課長）

社会教育課長・山下美和子（給食センター所長）

住民課課長補佐・古畑　紀子（住民課課長補佐

兼係長）

●係長●

総務課管財係長　丸井力夫（企画課人事係長）

総務課財政係長・桜井　潔（税務課徴収係長）

総務課付監査専任係長・中村マリ子（建隷課一

係）

企画課人事係長　田中幸男（総務課付監査専任

係長）

福祉課地域改善係長・稟　浩（総務課管財係長）

怨祉課保健衛生係長・梶山正孝（税務課固定資

産税係長）

税務課徴収係長　川原正義（税務課町民税係）

税務課固定資産税係長　半田意彰（福祉課地域

改善係長）

部市計画課蔀市整備係長・島本和彦（建設課二

係）

部市計画課蔀両計画係長　古屋広幸（都市計画

課蔀市整備係長）

住民課住民係長・竹森利払（住民課住民係）

●係●

産業課・割田芳見（総務課）

産業課　山本綾子（新規採用）

都市計画課・河原京大（総務課）

総務課　池田知致（企画課）

総務課・小林保彦（産業課）

建設課　村田栄子（産業課）

建設課　福島賢二（社会教育課）

学校教育課・河原清子（住民課）

企画課・牛革英雄（都市計画課）

福祉課・太田清彦（学校教育課）

税務課　野口健治（新規採用）

住民課　中島かおり（新規採用）

ヽ

回国田園①・e・⑲・⑲・o

今お持ちの医療証の有効期限は、6月30日までです。新しい医療証を次

の日程で交付しますので、忘れずに切替えてください。

●と　き　6月29日（月）・30日（火）の午前9時から午後4時まで

●ところ　役場玄関ホール

●持ってくるもの　障害者医療証、健康保険証、印鑑、身体障害宕手帳

●問い合わせ　住民課国保年金係℡（293）1234へ

皆さんの声、作品を募集します。
広報おんがでは、皆さんからの声や

作品（捻・軍費・欝・lii柳・イラスト

・4コママンガなど）を募集していま

す。また、楽しかったこと、悲しかっ

たこと、怒ったことなどを掲載するコ

ーナーも企画しています。作品をどし

どしお寄せください。＞あて先＝今古

賀513遠賀町役場「広報おんが」

俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
幸
利
達

あ
し
か
び
の
影
を
し
づ
め
て
湖
の
黙

徳
永
小
代
子

風
車
孫
ひ
た
す
ら
に
駈
け
て
来
ろ

徳
永
　
衛
治

遠
領
に
雪
の
残
れ
る
遅
日
か
な
川
上
　
久
夫

菜
の
花
や
近
く
に
見
え
て
遠
さ
村

末
永
キ
ミ
枝

ひ
そ
や
か
に
女
の
住
め
る
雪
柳
加
藤
　
栄
子

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
談
草
）

河
中
指
曹
選

窓
ひ
と
つ
あ
か
り
点
し
て
井
筒
屋
は
昼

の
ざ
わ
め
き
幻
の
こ
と

高
崎
　
佳
子

春
疾
風
通
る
不
振
の
街
行
け
ば
閉
ざ
す

店
あ
り
日
射
し
も
淡
く

書
開
　
銀
餌

店
終
え
て
床
屋
の
夫
婦
の
交
す
手
話
お

疲
れ
さ
ん
と
言
う
が
如
く
に伊
藤
ア
キ
コ

わ
だ
か
ま
る
思
い
を
胸
に
帰
る
道
洋
菓

子
店
に
シ
ェ
ー
ク
リ
ー
ム
を
買
う

大
場
　
房
江

神
棚
の
柴
の
花
の
香
漂
え
る
朝
の
ひ
と

と
き
と
の
身
活
し
き

大
場
ト
シ
ミ



もう、文化の糊なんて呼ばせない

5月幻日（日）の午前10時から中央公民館和室で第2回遠賀

町美術愛好会の総会が行われました。昨年の10月に発足したこ

の会、現在は8団体103人が活動しています。中央公民館展示ロ

ビーの作品出品をはじめ遠賀借用金庫での定期展示など企業の

メセナにも積極的に貢献しています。また、昨年末より近隣市

町村の美術・歴史資料館の視察なども行ってきており、近々、

町へ要望書を提出の予定。「中間市・芦屋町と比べ、文化の狭

間と呼ばれがちな遠賀町ですが、これからは行政に積極的に働
きかけていきたい」と会長の今橋由助さん。

当日は、「遠賀町の埋蔵文化財について」の講演で会員の皆
さんは教養を深めました。これからの活躍が期待されます。

十、．一言 －∴ ！ �憫将／、－ “il∴言 1．∴ �迫 �町美術愛 � � �満写 胸 章 

i r 　べ： �よ ・fi 繕 ． �　㌻∵‥＿、、：涼㌶ l∵．‘ 「駕 

1－＿“＿－－ � �【 〉 色 ���� �「 ま‾－ …〝＿ヽ‾■下 戸／ �驚一日 雅言 ���I 

もっともっと交流の論を！

5月31日（日）の午前10時から遠賀中学校グラウンドで遠賀

町身体障害者体育大会が、約70人の参加で行われました。「ポ
ールけり競争」「ラムネ早飲み競争」など23種目で交流を深め

ました。「この大会は、身障者同志や家族がお互いによく理解

してもらおうと毎年開かれています。これだけの仲間が集まる

のも10月の研修旅行とこの大会ぐらい。身障会の会員は現在

160人ほど、もっともっと交流の輪を広げたい」と会長の白石

三次郎さん。参加した皆さんは、ズッコケ、ハプニングに一喜
一憂、元気で一日思いっきり楽しみました。

8

まぢの

ウ」マンパワ」の実力だ！

5月2日（土）の午前9時から総合公園内ゲー

トボール場で遠賀町老人会連合会のゲートボール

大会が開催されました。当日は町内の各地区から

紳チームが参加。熱戦の末、老良Bチームが見章

に栄冠を手にしました。

∠多証寧む，



収益金はベッドや車いすの購入など
有意糎に活用します。

町民の皆さん、各種団体の皆さんのこ協力で盛会のう

ちに終了することができました。心よりお礼申しあげ

ます。特にバザーにはたくさんの家庭用品をお寄せい

ただき．48万円に上る売上げ金がありました。福祉

に必要な備品購入資金として活用させていただきます。

今後とも、明るい福祉のまちづくりにご協力をお願

いします。

‾“さ、＼

日脚）中すす－しげLl水せけキン7！

「うぁ一気持ちいい」「やっぱりプールとは連うね」5月50

日（土）の午後3時から神田川でカヌー教室が開かれました。

水辺を利用して、もっと自然に親しんでもらおうと昨年から

遠賀カヌークラブが中心となって開かれているこの教室、当日

は各小学校の4年生から6年生の10人が参加、用での初漕ぎを

楽しみました。

「思っていたより安定感があって、面白いよ。もう少しうま

くなったら、みんなで連出してみたい」と中川みずきちゃん

（浅木小6年）。今年1回目の教室は、これで終わりですが、

8月に2回目を予定しています。水と緑に囲まれた遠賀町、自

然と親しみながらいろんなことが学べそうです。

i〇㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」漢 

∠高へ＼）／れ／1品／　　　　熱望丁璃 

上意二言霧、謬　／．、＼ぺ｝ニー1こ 
一一高一∴一∴ 　　　1 　　∴手∵「∴∴∴一∴ 

∴　∴∴　　　　　　　　　∴∴∴∴∴÷：主 

歓迎

火清朝都議会複素国旗

i＼言語：
国際交流の第一歩！

6月1日（月）、朴斗準議長を代表とする、韓国の北済州都

議会の視察団一行15名が来町し、遠賀総合運動公園などを視察

されました。

これは、本町議会が今年2月に北済州郡に視察に行った際、

「ぜひ本町へも…」の声に応えてくれたもので、今回の5泊6

日の来日スケジュールの最終日に本町への祝祭を組み入れたも

のでした。

北済州都のある韓国済州島は農業と観光中心の島で、本町の

農業について特に興味を示されたようずで、高山町長、秦町議

会議長の言葉に熱心に耳を傾けておられました。

5
月
9
日
、
1
0
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
遠
賀
町
春
ま
つ
り

が
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
夜
祭
に
は
、
か
つ
て
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
〟
小
室
　
等
〟
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
約
細
大
を
集
め
て
開
催
。
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
優

し
い
歌
声
に
耳
を
か
た
む
け
ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま

蕃
ま
つ
り
（
子
と
も
ま
つ
り
・
福
祉
祭
り
）

約
5
千
人
の
家
族
連
れ
で
大
賑
わ
い
。

れ
、
子
供
た
ち
や
家
族
連
れ
約
5
千
人
で
大
賑
わ
い
。
ふ
れ
あ
い

動
物
園
や
模
擬
店
、
福
祉
バ
ザ
ー
、
映
画
会
、
車
椅
子
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
療
育
音
楽
の
演
奏
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
、

ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。



6員

ナースバンクに

登録しませんか？

ナースバンクは、看護婦さんのため

の公的な相談所です。講習会を実施

したり、より働きやすい職場を紹介

したり、あなたと職場を結びつける

役割をしています。看護のせ界から

離れているあなたIぜひ、将来のた

めに、ナースバンクに登録してくだ

さい。

●椙総日＝月曜日から金曜日の9時

30分～15時

●ところ＝ナースバンク連綿所（福

岡市中央区赤坂1－14－5社団法

人福岡県看讃協会内）℡092（7

14）5203へ

聞

弱
籍
。
岡
垣

毒
物
・
劇
物
取
扱
者
試
験

●
と
　
き
）
8
月
4
日
（
火
）
の
1
0
時

か
ら
1
2
時
5
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
）
第
一
薬
科
大
学

●
受
付
期
間
）
6
月
1
5
日
か
ら
鳩
目
ま

で●
試
験
科
目
）
筆
記
試
験
（
法
規
・
基

礎
科
学
な
ど
）
実
地
試
験
（
識
別
及
び

取
扱
方
法
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
保
健

所
℡
（
2
0
1
）
4
1
6
1
へ

平
成
4
年
度
福
岡
県
保
母
試
験

●
と
　
き
）
8
月
1
9
日
（
水
）
か
ら
2
1

日
（
金
）
ま
で
の
3
日
間

●
と
こ
ろ
）
第
一
保
育
短
期
大
学
及
び

第
一
経
済
大
学

●
願
書
受
付
）
6
月
1
5
日
（
月
）
か
ら

5
0
日
（
火
）
ま
で
の
予
定

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
福
祉

翠
務
所
℡
（
6
9
1
）
2
1
2
1
へ

保
母
資
格
試
験
の
受
験
準
備

講
習
会

●
と
　
き
）
7
月
1
3
日
（
月
）
か
ら
2
5

日
（
土
）
ま
で
の
1
2
日
間

●
と
こ
ろ
）
第
一
経
済
大
学
記
念
厚
生

会
館
●
要
請
料
）
全
科
目
I
1
1
万
2
千
円
、

4
日
以
上
＝
1
万
円
、
3
日
以
内
＝
8

千
円
●
講
習
内
容
）
保
母
試
験
科
目
全
般

●
申
込
み
）
6
月
1
5
日
か
ら
7
月
4
日

ま
で
に
福
岡
県
保
育
所
連
盟
℡
0
9
2

（
6
4
1
）
1
9
3
1
へ
申
込
み
く
だ

さ
い
。
（
申
込
み
用
紙
は
福
祉
課
福
祉

係
に
あ
り
ま
す
。
）

’’’’i1－－－－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，－，

求
め
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
力
／

芦
屋
町
臨
時
職
員
募
集
中

●
職
種
・
人
員
）
看
護
婦
（
准
看
護
婦

を
含
む
）
3
人

●
賀
　
棺
）
看
護
婦
（
准
看
護
婦
）
免

許
取
得
者

●
勤
務
場
所
）
芦
屋
町
立
芦
屋
中
央
病

院●
勤
務
時
間
）
午
前
8
時
0
0
分
か
ら
年

後
5
時
ま
で

●
賃
　
金
）
時
給
9
3
0
円
（
看
護
婦
）

●
申
込
み
期
限
）
6
月
㌶
日
（
月
）
ま

で●
申
込
み
）
芦
屋
町
役
場
総
務
課
人
事

係
℡
（
2
2
3
）
0
8
8
1
へ

第
l
回
住
宅
金
融
公
庫
個
人
向
け

融
資
募
集
中

住
宅
取
得
に
は
、
だ
ん
せ
ん
低
利
な

公
庫
融
資
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ

い
ま
、
平
成
4
年
度
第
1
回
の
受
付
け

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

●
新
築
住
宅
建
設
資
金
の
第
1
回
分
は

6
月
1
9
日
ま
で

●
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
資
金
、
建
売
住
宅

購
入
資
金
は
9
月
0
0
日
ま
で

今
年
度
の
融
資
の
特
色

音
建
物
に
つ
い
て
て
融
資
額
が
全
国
一

律
に
5
0
万
円
引
き
上
げ

音
特
別
加
算
額
を
床
面
積
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
化
し
ま
し
た
。

個
人
住
宅
建
設
…
…
一
律
4
5
0
万
円

個
人
住
宅
購
入
…
…
一
律
9
0
0
万
円

●
問
い
合
わ
せ
）
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
消
防
本
部
（
棚
）
1
2
3
1

あ
わ
て
な
い
で
〃
‥

初
期
消
火

火
聾
を
ホ
ヤ
で
消
し
止
め
る
か
、
大

火
に
な
る
か
は
初
期
消
火
が
う
ま
く
さ

れ
た
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

初
期
消
火
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
炎
や
短

に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
い
ざ
と
い

う
時
は
あ
わ
て
ず
に
行
動
し
ま
し
ょ

え
ノ
○
①
ふ
す
ま
や
障
子
が
燃
え
て
い
る
と
き

は
、
天
井
に
燃
え
移
る
前
な
ら
、
バ

ケ
ツ
一
杯
の
水
を
上
部
に
半
円
を
描

く
よ
う
に
か
け
る
。

②
種
気
器
具
が
燃
え
て
い
る
時
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
か
、

ブ
レ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て

か
ら
消
火
す
る
。

①
板
壁
が
燃
え
て
い
る
と
き
の
消
火
の

仕
方
は
①
と
同
じ
で
す
が
、
消
し
た

後
は
、
板
壁
を
は
が
し
て
、
小
屋
裂

に
移
っ
て
い
る
火
が
な
い
か
必
ず
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。

管
内
火
災
・
敵
意
件
数

（
四
月
一
日
～
四
月
三
十
日
）



平成4年度－

青少年育成町民会議・家庭部会
『0勤、らの親子雛撞開話します。

青少年育成町民会議・家庭部会では、教育委

員会と共催でrO歳からの親子教室」を7月31

日より5回の計画予定で開話します。この種0

歳からの親子教室」は県青少年育成県民会議の

モデル地区に遠賀町が指定を受け、胎児からは

じまる心豊かな子育てについての体験学習の機

会を提供するものです。
●と　き＝7月25日より5回予定13時30分より

15時30分まで

●ところ＝中央公民館

●対∴象＝妊産婦、乳幼児の親、一般希望者

●教室の運営＝参加者の皆さんと協議しながら

進めます。また、幼児の遊び場を設

け、遊具などを準備します。

【掌琶地雷1

7月31日（金）講師石井美枝子先生

県民会話常任理事　県民会議家

庭部長

8月28日（金）講師豊永セツ子先生
「のぞみ愛児園園長　第一保育

短期大学講師」

9月25日（金）請師豊永セツ子先生

10月23日（金）講師永漢初子先生、東筑紫短

期大学保育科教授

11月14日（土）講師今村茂生先生

中津女子短期大学児童心理学科

教授
●申込み・間し＼合わせ＝町教育委員会社会教育

課　℡（293）1234へ

‾ヽ

支
店
℡
0
9
2
（
7
2
2
）
5
0
1
1
へ

㊨
馳
㊧
芭

外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
所

福
岡
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
人
権
問
題
を
は
じ
め
就
労
問

題
、
住
宅
問
題
な
ど
の
悩
み
を
も
つ
外

国
人
を
対
象
に
し
た
人
権
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、
不
法
就
労

や
不
法
残
留
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

も
関
係
機
関
に
通
報
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
と
　
き
）
毎
月
第
2
水
曜
日
の
午
後

1
時
か
ら
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
福
岡
法
務
局
人
権
援
護
部

相
談
室

●
柏
飯
者
）
人
権
擁
護
委
員
（
弁
護
士
）

及
び
職
員

●
通
　
訳
）
英
語
の
み

●
受
付
け
・
問
い
合
わ
せ
）
福
岡
法
務

局
人
権
援
護
部
℡
0
9
2
（
7
2
1
）

4
5
7
0
へ

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
、
平
成
4
年
9
月
1
日
か

ら
平
成
5
年
8
月
3
1
日
ま
で
に
県
が
発

注
す
る
物
品
関
係
の
指
名
競
争
入
札
の

た
め
の
申
請
苔
を
受
け
付
け
て
い
ま

す。●
と
こ
ろ
）
県
庁
行
政
棟
地
下
6
号
会

議
室
（
7
月
1
日
～
柳
日
）
・
地
下
3

号
会
議
室
（
7
月
2
1
日
～
3
1
日
）

●
受
付
期
間
）
7
月
1
日
（
水
）
か
ら

3
1
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
時
間
）
午
前
9
時
か
ら
日
時
0
0

分
ま
で
、
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
）
県
経
済
部
管
財
課
調

達
係
℡
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1
1
へ

原
子
爆
弾
被
爆
者
手
当
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
よ
り
原
子
爆
弾
被
爆
者
手
当
額
が

鵠
華
「
9
8
。
“
献
血
の
実
施

●
健
康
管
理
手
当
…
3
0
、
9
3
0
円

●
介
瞳
手
当
（
中
腹
）
…
6
5
、
4
0

0
円
　
以
内
（
重
度
）
…
9
8
、
1
0

0
円
以
内

た
だ
し
、
本
人
、
配
偶
者
又
は
生
計
を

共
に
す
る
扶
養
義
務
者
の
所
得
税
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
健
瑛
墳
部
健
康

増
進
諌
老
人
保
健
係
℡
0
9
2
（
6
2

2

）

0

1

1

6

へ

お
綻
び
と
訂
正

5
月
2
5
6
号
の
表
瓶
で
別
府
区
主
催

の
越
国
良
演
奏
会
は
別
府
公
民
館
主

催
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正

し
ま
す
。

●
と
　
き
＝
6
月
1
7
日
（
水
）
の
午
前

9
時
0
0
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
（
1
2
時

～
1
3
時
は
休
憩
）

●
と
こ
ろ
＝
役
場
玄
関
前

●
そ
の
他
＝
今
回
も
従
来
ど
お
り
の
献

血
と
新
し
い
献
血
方
法
の
成
分
献
血
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
成
分
献
血
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
人
は
、
事
前
に
福
祉
課

保
健
衛
生
係
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■

一

歳

半

検

診

●
と
　
き
＝
6
月
1
8
日
（
木
）

●
時
間
＝
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
Ⅲ
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

●
対
　
象
＝
1
歳
6
カ
月
～
1
歳
8
カ

月
児
（
平
成
2
年
1
0
月
～
1
2
月
生
ま

れ）●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

検
診
表

●
内
　
容
＝
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
・
歯
科
）

●
料
金
＝
無
　
料

書

記

児

相

当

●
と
　
き
＝
6
月
鑓
日
（
火
）
の
9
時

5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
　
象
＝
生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

●
内
　
容
＝
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健

指
導
●
持
っ
て
く
る
も
の
I
I
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
料
　
金
＝
無
料

．
別
科
割
引
捌
掛
倒
－

●
期
　
間
＝
6
月
5
0
日
（
火
）
ま
で

●
と
こ
ろ
＝
町
内
の
各
病
院
及
び
医
院

●
時
　
間
＝
各
病
院
・
医
院
の
診
察
時

間
内
●
対
　
象
＝
3
歳
以
上
の
希
望
者
。
た

だ
し
、
3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
で
ま
だ

l
度
も
受
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

今
年
1
～
2
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
2

回
接
種
し
、
来
年
1
回
接
種
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
基
礎
免
疫
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
は
、
3
年
に
1
回
の
追
加
接
種

（
小
学
校
1
年
・
2
年
・
5
年
、
中
学

校
2
年
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
学
前

に
ぜ
ひ
、
受
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
料
　
金
＝
l
回
に
つ
き
蜘
円
（
た
だ

し
、
1
5
歳
以
下
は
無
料
）

●
接
種
方
法
＝
基
礎
免
変
の
で
き
た
人

は
3
年
に
1
回

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
印
鑑
、
母
子
健

康
手
帳

●
そ
の
他
＝
中
学
生
以
下
、
生
活
保
護

及
び
町
県
民
税
が
均
等
割
額
以
下
の
世

帯
の
人
の
接
種
希
望
者
は
福
祉
課
保
健

衛
生
係
で
無
料
用
の
問
診
票
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。



金閣闘羽隔綱臆r

My TOwn
ゆめ　　　くる∴∴∴ひど

夢・来・人

人？ぅごき
平成4年5月末日現在（前月比）

●世帯数　　　　●人　口

5．32（＋16〉　18，055（＋27）

●男……8．604　●女……9．451

●転入……108　●転出………83

●出生………12　●死亡………10
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一
生
涯
続
け
ら
れ
る
も
の
が
み
つ
か

り
ま
し
た
。

面
を
彫
り
続
け
て
1
5
年
藤
沢
松
三
郎
店
（
別
府
区
五
歳
）

「
彫
刻
は
、
一
生
や
っ
て
も
飽
き
な
い
、
奥
が
深
い
も
の
で
す
よ
。
」
と
熱

っ
ぽ
く
語
る
藤
沢
松
三
郎
さ
ん
。

も
と
も
と
彫
刻
に
は
興
味
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
初
め
は
、
彫
塑
と
呼
ば
れ
る

油
粘
土
を
彫
る
手
法
の
も
の
か
ら
入
っ
た
と
か
。
昭
和
孤
軍
、
友
人
の
誘
い
で

福
岡
市
の
先
生
に
面
彫
り
を
習
い
、
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
現
在
に
い
た
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

今
ま
で
に
数
多
く
の
能
面
や
舞
楽
面
を
彫
り
、
そ
の
一
部
は
、
浅
木
区
や
別

府
区
の
公
民
館
に
寄
贈
す
る
な
ど
地
域
の
文
化
活
動
に
も
一
役
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
文
化
祭
に
も
力
作
を
出
品
し
た
際
の
「
ぜ
ひ
、
私
に
も
彫
り

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
声
に
応
え
、
現
在
、
松
ノ
木
簡
易
郵
便
局
の

2
階
で
毎
週
1
回
教
室
を
開
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
生
徒
さ
ん
の
中
に
は
、

「
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
も
の
を
造
っ
て
き
て
何
か
満
足
感
っ
て
い
う
の
か
充
実

感
が
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
も
、
面
彫
り
と
出
会
え
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
「
そ
ん
な
声
を
聞
く
と
私
も
彫
刻
を
や
っ
て
い

て
、
ま
た
、
人
に
こ
の
面
白
さ
を
伝
え
ろ
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
だ
と
つ
く
づ

く
思
い
ま
す
ね
。
」
と
藤
沢
さ
ん
。
作
品
の
中
に
は
、
製
作
日
数
が
2
百
日
を

越
え
る
大
作
も
あ
り
、
「
1
日
、
2
日
で
彫
れ
る
も
の
な
ら
、
そ
ん
な
気
持
ち

に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
日
に
日
に
情
が
移
り
、
特
に
、
女
性
の
面
を
手

放
す
時
は
、
娘
を
嫁
に
出
す
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
」
と
語
る
態
沢
さ
ん
の
目

が
印
象
的
で
し
た
。
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
や
夢
は
？
と
聞
く
と
、
こ
の
取

材
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
奥
さ
ん
の
園
子
さ
ん
が
「
実
は
私
、
今
、
お
唄
い

を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
将
来
は
、
主
人
の
彫
っ
た
お
面
を
つ
け
て
舞
台
に
上

が
り
た
い
で
す
。
」
と
語
る
と
、
藤
沢
さ
ん
も
煎
れ
く
さ
そ
う
な
笑
み
を
浮
か

べ
な
が
ら
二
生
彫
り
つ
づ
け
た
い
で
す
ね
。
」
と
最
後
に
一
言
。
こ
れ
か
ら

も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
彫
り
つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

園
田
回
国

▼
怠
け
者
の
自
分
が
こ
れ
ま
で
頑
張
れ

た
の
も
、
取
材
先
で
知
り
合
っ
た
人
や

広
報
マ
ン
仲
間
、
鬼
の
工
場
長
を
は
じ

め
と
す
る
帥
刷
屋
さ
ん
た
ち
と
の
感
動

的
な
出
会
い
、
そ
し
て
人
間
く
さ
い
付

き
合
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

突
然
で
す
が
、
異
動
で
企
画
課
広
報

を
離
れ
、
総
務
課
に
移
ろ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
3
年
2
カ
月
間
に
出
会

っ
た
一
人
一
人
に
感
謝
し
な
が
ら
、
カ

メ
ラ
と
ペ
ン
を
お
き
ま
す
。
（
池
ほ
う
）

▼
は
じ
め
ま
し
て
〃
‥
6
月
よ
り
広
報
担

当
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
と
の
パ
イ
プ

役
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
の
部
署
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
担
当
し
て
わ
ず
か
の
間
に

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
素
晴

ら
し
い
仕
事
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
一
所
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
頭
い
い
た
し
ま
す
。
（
英
）


